
健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６　
FAX
２
４・４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５　
FAX
４
４・１
４
９
２

の
追
加
接
種
と
し
て
、
免
疫
を
補
強

し
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
大
事
な

も
の
で
す
。
体
調
の
良
い
時
に
、
忘

れ
ず
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ど
ち
ら
の
予
防
接
種
も
期
限
は
３

月
31
日
で
す
。
早
め
に
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
対
象
者
に
は
必
要
書
類

を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
手
元

に
な
い
場
合
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
二
種
混
合
予
防
接
種
●

　

乳
幼
児
期
に
受
け
た
三
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日
咳
）

の
追
加
接
種

【
対
象
者
】
市
内
の
小
学
６
年
生

（
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年

４
月
１
日
生
）

【
接
種
時
期
】

　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

●
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
●

　

幼
児
期
の
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接

種
の
追
加
接
種

★
予
防
接
種
は
３

月
31
日
ま
で
に
！

　

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
）
や
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
、
乳
幼
児
期
に
受
け
た
予
防
接
種

★★ 　

２
月
28
日
（
土
）
か
ら
３
月
８
日

（
日
）
の
９
日
間
は
「
子
ど
も
予
防

接
種
週
間
」
で
す
。
こ
の
日
は
、
ふ

だ
ん
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内
に
予

防
接
種
を
受
け
に
く
い
方
の
た
め
、

土
日
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
種
々

の
予
防
接
種
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ま
だ
接
種
し
て

い
な
い
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
協
力
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
子
ど
も
予

防
接
種
週
間

２
月
28
日
～
３
月
８
日

★
『
健
康
ク
ラ
ブ
』
で
楽

し
く
効
果
的
な
健
康
づ
く
り

　

平
成
20
年

度
か
ら
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
特
定
健
康

診
査
が
始
ま
り
ま

し
た
。メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
改
善
す

る
に
は
、
正
し
い
食
習
慣
と
適
度
な

運
動
が
大
切
で
す
。

　
「
運
動
は
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
ど
ん
な
運
動
を
し
た
ら

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
…
」「
一
人

で
は
、
運
動
を
続
け
る
自
信
が
な
い

…
」「
運
動
っ
て
ち
ょ
っ
と
苦
手
…
」

そ
ん
な
運
動
初
心
者
を
対
象
に
『
健

　

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
こ
の
教
室

は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
２
歳
児
母

子
歯
科
健
診
と
同
時
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

【
日
時
】
３
月
11
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時　

受
付

【
定
員
】
15
人

★
ピ
カ
ピ
カ

歯
み
が
き
教
室

【
対
象
者
】

・
２
期
…
今
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
方
（
平
成
14
年
４
月
２
日
～

平
成
15
年
４
月
１
日
生
）

・
４
期
…
今
年
３
月
ま
で
高
校
３
年
生

に
相
当
す
る
年
齢
の
方
（
平
成
２
年

４
月
２
日
～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
時
期
】

　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

石
岡
地
区

康
ク
ラ
ブ
』
を
実
施
し
ま
す
。
仲
間

と
目
標
を
持
っ
て
、
楽
し
く
効
果

的
な
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？ 

運
動
指
導
士
・
サ
ポ
ー
タ
ー
（
経
験

者
）・
保
健
師
が
応
援
し
ま
す
！

【
健
康
ク
ラ
ブ
春
コ
ー
ス
】　

実
施
日
…
４
月
６
・
13
日
、
５
月

11
・
18
日
、　

６
月
１
・
８
日
の
月
曜

日
（
全
６
回
）

時
間
…
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
…
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
秋
ス
タ
ー
ト
の
コ
ー
ス（
全
６
回
）

も
あ
り
ま
す
。
春
・
秋
ど
ち
ら
か
の

コ
ー
ス
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
け

付
け
ま
す
。

＊
八
郷
地
区
は
、
秋
か
ら
実
施
す
る

予
定
で
す
。

石
岡
地
区

★
子
育
て
相
談
室

利
用
は
月
一
回
！

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
子
育

て
相
談
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
が
気
に
な
る
、
育
児

や
栄
養
の
相
談
が
し
た
い
と
い
う

方
、
ぜ
ひ
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
室
は
、
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

は
月
二
回
、
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
月
一
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

都
合
の
い
い
日
を
一
日
選
ん
で
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
・
会
場
】

・
３
月
３
日
（
火
）・
10
日
（
火
）

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
～
11
時

・
３
月
４
日
（
水
）

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

【
利
用
回
数
】
一
人
月
一
回

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

二
種
混
合
・
麻
し
ん
風
し
ん

★★

【
内
容
】

　

歯
み
が
き
指
導
と
フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】

　

永
久
歯
の
生
え
て
い
る
未
就
学
児

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
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★
献
血
に
協
力
を
！

　

わ
が
国
で
は
、
病
気
や
け
が
の
治

療
の
た
め
輸
血
や
血
液
製
剤
を
必
要

と
す
る
人
た
ち
が
数
多
く
い
ま
す
。

こ
の
血
液
製
剤
は
、
健
康
な
方
々
か

ら
無
償
で
提
供
さ
れ
る
「
献
血
」
の

血
液
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

血
液
事
業
は
、「
献
血
」
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

血
液
を
必
要
と
す
る
多
く
の
患
者
さ

ん
が
日
々
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
血
液
は
、
血
液
型

が
同
じ
で
も
微
妙
に
異
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
輸
血
を
受
け
る
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
多
く
の
献
血

者
の
血
液
を
使
用
す
る
よ
り
も
、
な

る
べ
く
少
数
の
血
液
を
使
用
す
る
方

が
、
血
液
を
介
す
る
感
染
の
危
険
性

も
少
な
く
、
体
へ
の
負
担
が
軽
い
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
４
０
０
ml

献
血
や
、
一
度
に
多
く
の
血
液
製
剤

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
成
分
献
血

は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
安
全

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

18
歳
以
上
の
献
血
者
の
方
に
は
成
分

献
血
や
４
０
０
ml
献
血
を
し
て
く
れ

る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

冬
場
か
ら

春
先
に
か
け

て
は
特
に
献

血
者
が
減
少

★★

し
ま
す
。
血
液
が
安
定
的
に
確
保
で

き
る
よ
う
、
み
な
さ
ま
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
３
月
５
日
（
木
）

・
石
岡
市
役
所

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

◎
３
月
11
日
（
水
）

・
や
さ
と
農
業
協
同
組
合

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
八
郷
総
合
支
所　
　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◎
３
月
30
日
（
月
）

・
ジ
ャ
ス
コ
石
岡
店

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

　

午
後
１
時
～
４
時

★★

★
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で

休
日
・
緊
急
診
療
を
案
内

　

市
で
は
、
休
日
の
診
療
当
番
医
師

や
緊
急
診
療
所
の
案
内
な
ど
を
知
ら

せ
る
『
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
』
を
常

時
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
利
用

く
だ
さ
い
。

・
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

　

☎
０
８
０
０
・
８
０
０
・
７
７
６
６
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市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
、
子
育
て
中
の
方
を
対

象
に「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」

の
精
神
で
活
動
す
る
在
宅
福
祉
（
有

償
）
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。　

◆
募
集
対
象
者

　

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
健
康
な

人
、
福
祉
に
理
解
の
あ
る
人

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容

○
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

　

食
事
の
支
度
、
買
い
物
、
洗
濯
、

　

掃
除
、
話
し
相
手
、
外
出
時
の
付

　

き
添
い
、
身
の
回
り
の
世
話
な
ど

○
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

　

産
前
産
後
の
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の

　

世
話
、
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
、

　

親
が
病
気
の
際
の
家
事
援
助
や
一

　

時
的
な
乳
幼
児
の
世
話
な
ど

○
移
送
サ
ー
ビ
ス　

　

病
院
の
送
迎（
利
用
で
き
る
の
は
、

　

介
護
保
険
認
定
者
、
障
害
者
、
自

　

立
歩
行
困
難
者
）

◆
活
動
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 【
時
間
外
】  

午
前
７
時
～
９
時

　
　
　
　

   

午
後
５
時
～
７
時

※
一
日
一
時
間
や
週
一
回
の
活
動
も

可
能
で
す
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
は
除
く
）

◆
協
力
料
金　

１
時
間
６
０
０
円

※
時
間
外
は
１
時
間
９
０
０
円

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

協
力
会
員
を
募
集

「
い
し
お
か
１
０
０
物

語
」
が
寄
贈

　

茨
石
商
事
株
式
会
社
（
鈴
木
正
人

社
長
）
が
、創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
、

石
岡
市
の
歴
史
・
自
然
を
紹
介
す
る
ワ

ク
ワ
ク
ふ
る
さ
と
紀
行
「
い
し
お
か

１
０
０
物
語
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
冊
子
を
小
中
学
生
の
地
域
学

習
に
役
立
て
る
と
と
も
に
市
民
の
方

の
参
考
に
と
、
１
月
13
日
に
市
役
所

を
訪
れ
２
０
０
部
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
市
内
小
中
学
校
と
図
書
館
、
公

民
館
図

書
室
な

ど
に
配

置
し
ま

し
た
。

▲茨石社長（中央）と会長（右）

　

１
月
30
日
、
日
本

赤
十
字
茨
城
県
支
部

が
、
災
害
救
護
活
動

を
は
じ
め
と
す
る
各

種
赤
十
字
活
動
に
使

■
日
赤
が
赤
十
字
救
援
車
を

　
　
　
　

石
岡
市
地
区
に
配
備

▲配備された赤十字救援車

用
す
る
た
め
に
、
救

援
車
を
日
赤
石
岡
市

地
区
に
配
備
し
ま
し

た
。

▲いしおか 100 物語

◆
問
い
合
わ
せ　

 

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
石
岡
支
所　

☎
２
２
・
３
０
４
５

・
八
郷
支
所　

☎
３
６
・
４
３
１
１



え
ら
れ
ま
す
。

　

埴
輪
を
作
る
に
は
、
近
く
か
ら
粘

土
を
採
っ
て
き
た
は
ず
で
す
。
と
す

る
と
、
丸
山
４
号
墳
と
西
町
古
墳
の

埴
輪
は
、
別
々
の
場
所
で
作
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
丸
山
４
号
墳
と

西
町
古
墳
の
距
離
は
わ
ず
か
1.5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。
ま
た
、
古
墳
が
造
ら
れ

た
時
期
も
さ
ほ
ど
違
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
つ
の
古
墳
で

は
、
わ
ざ
わ
ざ
違
う
と
こ
ろ
で
作
ら

れ
た
埴
輪
を
使
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
す
。

　

以
前
か
ら
展
示
し
て
い
た
西
町
古

墳
の
埴
輪
の
ほ
か
、
丸
山
４
号
墳
の

埴
輪
も
、
新
た
に
中
央
公
民
館
に
展

示
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、実
物
を
見
て
、

そ
の
違
い
を
実
感
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
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新
し
く
展
示
し
ま
し
た
⑧

 

　
　

二
つ
の
形け

い
し
ょ
う
は
に
わ

象
埴
輪

　

埴
輪
と
は
、
古
墳
に
立
て
ら
れ
た

焼
き
物
で
す
。
筒
状
を
し
た
円
筒
埴

輪
や
、
人
物
や
動
物
の
形
を
し
た
形

象
埴
輪
が
あ
り
ま
す
。

　

八
郷
地
区
で
は
今
の
と
こ
ろ
、
三

つ
の
遺
跡
か
ら
埴
輪
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
以
前
に

紹
介
し
た
こ
と
の
あ
る
、
柿
岡
の
西

町
古
墳
と
丸
山
４
号
墳
、
そ
し
て
須

釜
堀
内
遺
跡
で
す
。
須
釜
堀
内
遺
跡

か
ら
は
小
さ
な
破
片
１
点
し
か
出
土

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
西
町
古
墳
と
丸

山
４
号
墳
か
ら
は
、
人
物
や
馬
の
形

を
し
た
形
象
埴
輪
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
埴
輪
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

丸
山
４
号
墳
の
埴
輪
を
よ
く
見
る

と
、
粘
土
の
中
に
金
色
に
光
る
雲う
ん
も母

の
粒
が
入
っ
て
い
る
の
に
気
づ
き
ま

す
。
一
方
、
西
町
古
墳
の

も
の
に
は
、
金
色
に
光
る

粒
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
白

い
粒
が
目
立
ち
ま
す
。
こ

れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
埴
輪

を
作
る
の
に
使
っ
た
粘
土

が
違
っ
て
い
た
た
め
と
考

▲延暦十五年二月二とかかれています

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

石
岡
市
国
府
三
丁
目
１-

16　

☎
２
７
・
５
１
７
１

開
館
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

☆
３
月
の
コ
ミ
�
ニ
テ
�
…
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

◆
折
り
紙
教
室　
　

28
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

◆
育
児
サ
ー
ク
ル（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
火
曜  

午
前
10
時
30
分
〜

◆
心
と
体
の
健
康
相
談
・
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜  

午
前
10
時
〜

◆
日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜  

午
前
10
時

◆
ち
り
め
ん
小
物
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
日
・
21
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
７
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

　

石
岡
市
内
の
小
・
中
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
「
総
合
的

な
学
習
」
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

３
月
29
日
（
日
）
ま
で

石
岡
ひ
な
巡
り

「
万
葉
と
出
会
う
ま
ち
」

｢

ふ
る
さ
と
発
見
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

自
然
と
歴
史
が
調
和
す
る

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
里
」
構
想
か
ら

日
時　

３
月
８
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時
〜

公
開
講
座　

地
域
再
生
を
目
指
し
て

毎
月
第
１
水
曜
日

【
バ
ザ
ー
ル
】
好
評
開
催
中
！

▲丸山４号墳の人物埴輪

「
石
岡
再
発
見
」

日
時　

３
月
27
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

お
は
な
し
な
あ
に

日
時　

３
月
14
日
（
土
）　

午
後
２
時
〜

「
お
り
紙
で
お
ひ
な
様
」 

絵
本
と
紙
芝
居

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

　
　
　

石
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

長
谷
川　

功　

氏

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
体
験
試
乗 

！

　

ま
ち
な
か
を
、
あ
の
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
が
走
り
ま
す
。

〝
発
車
お
〜
ら
い
！
〞
も
ち

ろ
ん
、
車
掌
さ
ん
も
同
乗
し

ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏 

〜
童
謡

日
時　

３
月
22
日
（
日
）　

午
後
２
時
〜
３
時

出
演　

重
藤　

隆
康

曲
目　

う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
、
早
春
賦
、
花 

ほ
か

 

ま
ち
か
ど
音
楽
祭
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憶



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館
２
階

《
３
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
７
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

《
３
月
の
お
は
な
し
会
》

・
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

中
央
公
民
館
和
室

《
３
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
14
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
ぐ
ら
い
ま
で
で
す
。
ま
た
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
出
で
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
時
間
は
約
30

分
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

  2・  9
16・20
23・30

  ４月

【休　館　日】

 ３月
  6 ・13
20 ・27
29 

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
新
着
図
書
の
案
内
》

＊
一
般
図
書
＊

「
ゆ
っ
く
り
走
れ
ば
や
せ
る
」　

　

比
佐　

仁
監
修

「
種
ま
き
ノ
ー
ト
」　　

早
川
ユ
ミ
著

「
ス
ノ
ー
ホ
ワ
イ
ト
」　

谷
村
志
穂
著

「
朝
ご
は
ん
の
献
立
」　

飯
島
奈
美
著

「
雪
山
冥
府
図
」　

澤
田
ふ
じ
子
著

「
ひ
と
目
で
わ
か
る
カ
ロ
リ
ー
事
典
」

　

宗
像
伸
子
監
修

「
チ
ー
ズ　

ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク　

２
０
０
９
〜
２
０
１
０
年
版
」　

　

松
成
容
子
編

「
書
道
の
教
科
書
」　

横
山
豊
蘭
著

「
野
崎
洋
光
の
圧
力
鍋
で
お
い
し
い

和
食
」

　

野
崎
洋
光
著

《
４
月
か
ら
図
書
整
理
休
館

日
は
最
終
木
曜
日
に
》

＊
児
童
図
書
＊

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
’08
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編

「
え
ほ
ん
の
こ
ど
も
」
荒
井
良
二
作

「
ル
ー
ル
」　

シ
ン
シ
ア
・
ロ
ー
ド
作

「
や
ま
ん
ば
あ
さ
ん
と
な
か
ま
た
ち
」

　

富
安
陽
子
作

「
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
物
語
」

　

あ
べ
弘
士
作

「
か
い
も
の 

さ
ん
ぽ 

ゴ
ム
ぞ
う
り
」

　

荒
井
良
二
作

「
ね
ぇ 

パ
パ
、
ど
う
し
て
シ
マ
ウ
マ

は
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
を
は
か
な
い

の
？
」

　

カ
ン
タ
ン
・
グ
レ
バ
ン
作

「
お
や
す
み
、
か
け
す
」

　

マ
リ
ー
・
ホ
ー
ル
・
エ
ッ
ツ
文
・
絵

「
リ
ス
と
は
じ
め
て
の
雪
」

　

ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
メ
ッ
シ
ェ
ン

モ
ー
ザ
ー
作

「
と
う
さ
ん
の
あ
し
の
う
え
で
」

　

い
も
と
よ
う
こ
作
・
絵　
　

ほ
か

「
主
婦
建
築
家
が
考
え
た
住
み
や
す

い
リ
フ
ォ
ー
ム
１
１
４
の
知
恵
」

　

竹
岡
美
智
子
著　
　
　
　
　

ほ
か

《
春
の
映
画
会
》

 　
「
は
だ
か
の
王
様
」

　
　
　

〜
入
場
無
料
〜

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
対
処
す
る

た
め
に
平
成
12
年
「
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
ス

ト
ー
カ
ー
規
制
法
）」
が
、
平
成
13

年
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
。
平
成
16
年
改
正
）」

が
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）」
は
女
性
の

人
権
問
題
の
中
で
も
特
に
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
11
年
に
「
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
」
が
改
正
さ
れ
、

セ
ク
ハ
ラ
の
防
止
に
関
す
る
配
慮
義

務
が
雇
用
主
に
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

均
等
法
は
平
成
19
年
４
月
、
さ
ら
に

改
正
さ
れ
、
雇
用
主
に
は
セ
ク
ハ
ラ

防
止
に
つ
い
て
の
必
要
な
措
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
遅

ら
せ
て
い
る
背
景
に
は
、「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
や
「
育
児
や
介
護

は
女
の
仕
事
」
と
い
っ
た
固
定
的
な

性
別
役
割
分
担
意
識
な
ど
の
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
社
会
・
文
化
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
「
期
待
さ
れ
る
男
性

像
」「
期
待
さ
れ
る
女
性
像
」（
社
会

的
に
作
ら
れ
た
性
別
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
）

が
こ
う
し
た
意
識
や
性
差
別
に
つ
な

が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
に
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
真
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

※
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
随

時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
２
４
０
）

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
へ

向
け
て　
　
　
　
　

 

★ 

人
権
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト 

③ 

★

◆
日
時　

３
月
21
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
〜

　
　
　
　
（
上
映
時
間　

約
50
分
）

◆
場
所　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館　

　
　
　
　

３
階
読
書
室

　

こ
れ
ま
で
月
末
だ
っ
た
図
書
整
理

休
館
日
が
、
４
月
か
ら
は
毎
月
最
終

木
曜
日
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
４
月
、
８
月
、
９
月
、
12
月
は

最
終
木
曜
日
も
開
館
し
ま
す
。

　

理
解
の
う
え
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
女
性
の
人
権
そ
の
２
】

４月から図書
整理休館は最
終木曜日に！
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ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
定
額
給
付
金
」
を
語
っ
た

　
　

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
を
！

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と

◎ 

現
時
点
で
、
市
や
総
務
省
な
ど

が
住
民
の
皆
様
の
世
帯
構
成
や
銀
行

口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照

会
す
る
こ
と

◆
自
宅
や
職
場
に
市
や
総
務
省
の
職

員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
り
、
封
書
が
届
い
た
ら
、
迷

わ
ず
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

国
会
で
「
定
額
給
付
金
」
を
盛
り

込
ん
だ
第
二
次
補
正
予
算
が
可
決
成

立
し
ま
し
た
。
今
後
は
市
町
村
で
検

討
し
、
準
備
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
給
付
の
方
法
な
ど
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
広
報
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
間
に
も
『
振
り

込
め
詐
欺
』
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
　◎ 

市
や
総
務
省
な
ど
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自

動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と

◎ 

自
分
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら

う
こ
と

◎ 
市
や
総
務
省
が
「
定
額
給
付
金
」

の
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

■
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
３
月
24
日
（
火
））

問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参

画
担
当　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女性のための

困りごと相談

　

市
で
は
、
昨
年
３
月
に
「
石
岡

市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
市
の
指
針
を
定
め
て
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　　

皆
さ
ん
は
、「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

日
常
生
活
の
中
の
ふ
と
し
た
時

に
「
男
女
の
役
割
」
に
し
ば
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
平
成
18
年
に
実
施
し
た

市
民
意
識
調
査
で
は「
男
は
仕
事
・

女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
方
に

49
・
１
％
の
方
が
同
感
し
て
い
ま

す
。
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
の
意
識
や
思
い
込
み
は
、
ま

だ
ま
だ
社
会
全
体
に
根
深
く
残
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
男
性
、
女
性
と

い
う
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、「
人
」

と
し
て
対
等
に
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
社
会
が
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
で
す
。
男
女
共
同
参

画
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
互
い
に
認
め
合
い
、
責

任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
協
力
し

合
う
気
持
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

が
発
揮
で
き
る
社
会
と
な
れ
ば
、

生
活
も
よ
り
豊
か
で
実
り
あ
る
も

の
に
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

左
に
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な

役
割
分
担
の
具
体
的
な
例
を

あ
げ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

の
意
識
が
変
わ
れ
ば
、
社
会

全
体
も
変
わ
り
ま
す
。
ま
ず
は
身

近
な
こ
と
か
ら
、「
男
女
共
同
参

画
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

性
別
に
よ
る
固
定
的
な

　
　

役
割
分
担
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

家
庭
や
地
域
・
職
場
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
に家庭では…

・共働きだけど家事は女性が
中心
・料理や掃除など家事全般は
妻の役割だと思っている
・育児や子どもの教育は妻に
まかせっきりにしている

・女性だからお茶出しに事務
整理が当たり前
・育児休暇を取った男性は特
別な目で見られてしまう
・仕事の能力にかかわらず男
女間で給与や昇格の差がある

職場では…

・子どもの学校行事には、た
いてい妻が出席
・自治会などの集まりで仕切
るのは、男性と決まっている
・地域のボランティア活動は、
女性が参加することが多い

地域では…

午後1時30分
　　　　　～4時

・
石
岡
市
役
所 

　
　
　

定
額
給
付
金
推
進
担
当

　

☎
２
３
・
１
１
１
１（
内
線
４
６
０
）

・
石
岡
警
察
署 

生
活
安
全
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

・
警
察
相
談

　

☎
♯
９
１
１
０

振
り
込
み
を
求
め
る

　
　

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

広報いしおか　№８２　１８



　
　

俚　
　

謡　

総　

社　

鈴
木　

虚
心

派
手
に
舞
っ
た
は　

し
ば
し
の
夢
か

　

今
は
裸
の　

大
お
お
い
ち
ょ
う

銀
杏

貝　

地　

前
島
く
に
子

彼
と
一
緒
に　

道
草
ば
か
り

　

さ
っ
き
来
た
路　

ま
た
通
る

国　

府　

大
西　

和
子

格
差
社
会
に　

未
来
が
見
え
ず

　

裁さ
ば

き
た
い
よ
な　

政

ま
つ
り
ご
と

国　

府　

篠
原
美
千
代

食
べ
た
雑
煮
に　

入
れ
歯
を
取
ら
れ

　

客
間
明
る
い　

初
笑
い

杉　

並　

助
川　

浩
史

春
は
ま
だ
ま
だ　

津
軽
の
里
は

　

雪
に
嘶

い
な
な

く　

夫め
お
と婦

馬

下　

林　

白
田　

正
源

母
に
お
ね
だ
り　

つ
か
ん
だ
袖そ

で

を

　

ゆ
す
る
坊
や
の　

目
が
可
愛
い

下　

林　

白
井
冨
喜
江

夢
を
抱い

だ

い
て　

年
期
の
鞭
に

　

耐
え
て
芽
吹
い
た　

握
る
寿
司

川　

又　

関　
　

清
志

八や

そ

じ

十
路
山
越
え　

愛
し
た
女ひ

と

と

　

燃
え
た
初
恋　

永と

わ遠
の
夢

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

変
わ
る
時
代
に　

身
が
追
い
つ
か
ず

　

探
す
幸
せ　

待
つ
二
人

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

か
つ
て
無
い
よ
な　

惨み
じ

め
な
世
相

　

寒
さ
身
に
し
む　

街
の
角

　
　

短　
　

歌　
　

        

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

信
号
を
待
ち
ゐ
る
国
道
三さ

ん
ご
う
ご

五
五

真
っ
正
面
に
筑
波
が
聳た

て
り

総　

社　

諏
訪
ハ
ツ
エ

全
快
を
告
げ
ら
れ
帰
る
道
す
が
ら

視
界
を
よ
ぎ
り
白
鷺
の
飛
ぶ

南　

台　

元
木　

正
子

二
十
七
年
ぶ
り
に
大
和
の
空
を
舞
ふ

朱
鷺
の
姿
を
映
像
に
見
つ

茨　

城　

鈴
木　

緑

う
す
ら
い
の
若
水
す
が
し
あ
か
つ

き
に
八
十
余
た
び
の
は
つ
春
祝
ふ

北
府
中　

梶
山
サ
ヨ
子

病
む
膝
を
庇
ひ
つ
つ
登
り
し
二
百
七

段
日
光
東
照
宮
に
わ
れ
も
拝
む

村　

上　

小
松　

好
子

変
の
字
で
今
年
を
〆
る
腑
甲
斐
な
さ

テ
レ
ビ
の
話
題
に
吾
も
諾
ふ

山　

崎　

鈴
木　

君
江

父ち
ち
は
は母

は
今
は
お
わ
さ
ぬ
思
い
出
を

た
ぐ
り
寄
せ
つ
つ
新
年
迎
う

山　

崎　

荒
井　

幸
子

朗
ら
に
て
周
囲
和
ま
せ
る
義
理
の

姪
の
結
婚
披
露
の
宴
ほ
の
ぼ
の

柴　

内　

羽
生　

俊

枯
れ
木
々
の
並
び
い
る
よ
う
な
庭

の
景
色
今
日
も
寒
さ
に
耐
え
て
明

日
へ

    

市
民
ず
い
ひ
つ

柿　

岡　

岩
田　

静
江

ベ
テ
ラ
ン
の
並
み
い
る
紅
白
に
大
ト

リ
の
氷
川
き
よ
し
の
熱
唱
み
ご
と

　
　

俳

句
東
光
台　

斉
藤　

茂
男

天
命
に
ま
だ
余
白
あ
り
梅
一
輪

国　

府　

大
場　

和
子

選
り
つ
つ
も
食
べ
尽
し
た
る
蜜
柑

か
な

府　

中　

赤
津
美
智
子

誰
彼
に
逢
い
居
る
如
く
賀
状
読
む

若　

松　

城
下　

稔

子
規
芭
蕉
句
集
に
出
合
う
冬
日
和

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

呼
べ
ば
目
を
開
け
て
く
れ
そ
う
柩

寒
む

若　

松　

石
塚　

た
か

片
側
を
墓
地
に
分
譲
山
眠
る

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

紅
葉
寺
安
産
祈
願
列
連
ね　
　
　
　

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

霜
目
の
風
情
の
野
山
往
き
帰
り

片　

岡　

馬
場　

小
零

捥
ぎ
取
れ
ば
ふ
く
れ
蜜
柑
の
香
り

手
に

柿　

岡　

野
村　

京
子

朴
落
葉
散
っ
て
も
王
者
山
路
埋
め

文
芸
い
し
お
か

文
化
協
会
だ
よ
り

　

か
え
り
み
て

　
　

盆
栽
部
石
岡
支
部　

佐
藤　

勝
之

　

市
役
所
主
催
の
盆
栽
教
室
終
了
者
89

人
で
盆
栽
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
、
来
年

で
満
45
年
に
な
り
ま
す
。
講
師
に
も
恵

ま
れ
、長
い
よ
う
で
短
い
期
間
で
し
た
。

最
初
は
植
物
の
成
長
に
必
要
な
三
要
素

と
は
何
か
か
ら
始
ま
り
、
針
金
か
け
の

必
要
性
と
実
技
、
相
対
的
な
樹
形
の
作

り
方
な
ど
を
体
験
を
通
し
て
学
び
、
現

在
で
は
個
性
の
あ
る
盆
栽
を
作
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
の
頃
は
、
盆

栽
展
示
会
で
見
学
者
か
ら
も
失
笑
さ
れ

る
ほ
ど
未
熟
な
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ

が
そ
の
時
の
精
一
杯
努
力
し
た
結
果
で

し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
近
隣
の
展

示
会
の
な
か
で
も
一
番
の
出
来
と
の
評

価
を
い
た
だ
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
会
員
全
員
の
努
力
の
賜

物
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
初
か
ら
の
会
員
は
４
人
に

な
り
ま
し
た
が
、
新
会
員
に
よ
り
更
に

充
実
し
た
会
に
発
展
し
続
け
て
い
ま

す
。
何
よ
り
人
の
和
を
大
切
に
し
、
楽

し
く
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
府
中
地
区
公
民
館
で
開
催

さ
れ
る
講
習
会
に
参
加
し
て
、
盆
栽
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

楽
し
い
で
す

よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

冷
水　

清
一
郎

　

昨
年
11
月
末
に
、
恒
例
の
「
兄
弟

会
」
を
京
都
２
泊
の
旅
で
催
行
し

た
。
清
水
寺
に
参
拝
し
た
際
に
、「
今

年
一
年
を
漢
字
一
文
字
で
表
現
す
る

と
？
」
の
投
票
が
行
わ
れ
て
い
た
。

隣
人
は
「
底
」
と
書
い
て
投
票
し
た

が
、暫
く
考
え
た
。
来
年
「
ど
ん
底
」

に
な
っ
た
ら
…
…
。
次
の
人
は「
誰
」

と
書
い
た
。「
な
ぜ
」
と
質
問
し
た

ら
「
秋
葉
原
・
荒
川
沖
の
事
件
の
犯

人
が
『
誰
で
も
よ
か
っ
た
』
と
言
っ

て
い
た
か
ら
」
だ
と
言
う
。
全
く

困
っ
た
一
年
だ
っ
た
が
、私
は
「
不
」

と
投
票
し
た
。
政
治
不
信
・
経
済
不

況
が
頭
に
浮
か
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら

だ
。
平
成
18
年
に
は
、
12
月
12
日
に

こ
こ
を
訪
れ
た
が
、そ
の
時
は
「
命
」

と
大
き
な
筆
で
し
た
た
め
た
所
に
遭

遇
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

今
年
は
、
結
果
的
に
は
「
変
」
に

決
ま
っ
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の

オ
バ
マ
大
統
領
の
「
Ｙ
ｅ
ｓ
，
Ｗ
ｅ 

Ｃ
ａ
ｎ
！ 

～ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
～
」

か
ら
引
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
変
」
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
に
取
れ

る
の
も
幸
い
か
…
…
。
後
日
、
新
聞

紙
上
で
「
不
」
が
７
番
目
に
多
か
っ

た
と
知
り
、
嬉
し
い
よ
う
な
複
雑
な

感
じ
で
あ
っ
た
。

１９　広報いしおか　№８２



わが家のアイドル

▲

　　　　　　　　　　　　正上内
石岡のお祭りが大好きな有翔。毎
日、踊りの練習をしています♥
パパとママから　これからも元気
に育ってね！

石島　有
ゆ う と

翔ちゃん （２歳５か月）

　　　　　　　　　　　　府中一
いつもニコニコ♥ 元気な男の子
です。
パパとママから　たくましく育っ
てください。

田崎　倭
や ま と

都ちゃん（５か月）

▲

　

昨
年
11
月
に
開
校
し
た
体
験
型
観

光
施
設
『
朝
日
里
山
学
校
』
で
は
、

地
元
の
食
材
や
農
業
、
観
光
果
樹
、

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://ish
io

k
a-k

an
k

o
u

.
com

/asahi-satoyam
a/

■
電
子
メ
ー
ル

satoyam
a@

ishioka-kankou.
com■

問
い
合
わ
せ

・
朝
日
里
山
学
校

　

☎
５
１
・
３
１
１
７

・
市
役
所 

商
工
観
光
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
４
１
３
）

・
八
郷
総
合
支
所 

商
工
観
光
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
２
１
２
）

『
朝
日
里
山
学
校
』
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
！

自
然
、
茅
葺
き
民
家
の
残
る
里
山
、

観
光
施
設
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

そ
ば
打
ち
や
陶
芸
、
ピ
ザ
づ
く
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

★ 

３
月
の
イ
ベ
ン
ト 

★

・
８
日
（
日
）

　

イ
チ
ゴ
狩
り
と

　
　
　
　
　

ピ
ザ
づ
く
り
体
験

・
15
日
（
日
）

　

日
本
の
里
１
０
０
選
め
ぐ
り

・
29
日
（
日
）

　
「
ぞ
う
き
ん
が
け
」
大
会

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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